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1. 平成30年3月期第2四半期（中間期）の連結業績（平成29年4月1日～平成29年9月30日）

(1) 連結経営成績 （％表示は、対前年中間期増減率）

経常収益 経常利益 親会社株主に帰属する中間純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年3月期中間期 46,830 △0.9 11,992 △1.9 8,674 △6.9

29年3月期中間期 47,251 0.6 12,221 1.9 9,317 9.7

（注）包括利益 30年3月期中間期　　30,740百万円 （203.4％） 29年3月期中間期　　10,132百万円 （―％）

1株当たり中間純利益
潜在株式調整後1株当たり中間純

利益
円 銭 円 銭

30年3月期中間期 33.32 29.47

29年3月期中間期 35.79 31.66

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

30年3月期中間期 5,661,470 400,697 7.1

29年3月期 5,539,561 374,246 6.7

（参考）自己資本 30年3月期中間期 400,589百万円 29年3月期 371,045百万円

（注）「自己資本比率」は、（期末純資産の部合計－期末新株予約権－期末非支配株主持分）を期末資産の部合計で除して算出しております。

　　　なお、本「自己資本比率」は、自己資本比率告示に定める自己資本比率ではありません。

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年3月期 ― 3.50 ― 4.50 8.00

30年3月期 ― 3.50

30年3月期（予想） ― 3.50 7.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

・29年3月期の期末配当金には特別配当1円00銭を含んでおります。

3. 平成30年 3月期の連結業績予想（平成29年 4月 1日～平成30年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

経常利益 親会社株主に帰属する当期純利益 1株当たり当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 15,500 △27.0 11,000 △26.2 42.25

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当中間期における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年3月期中間期 265,450,406 株 29年3月期 265,450,406 株

② 期末自己株式数 30年3月期中間期 5,114,281 株 29年3月期 5,144,295 株

③ 期中平均株式数（中間期） 30年3月期中間期 260,322,917 株 29年3月期中間期 260,335,656 株

（個別業績の概要）

1. 平成30年3月期第2四半期（中間期）の個別業績（平成29年4月1日～平成29年9月30日）

(1) 個別経営成績 （％表示は、対前年中間期増減率）

経常収益 経常利益 中間純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年3月期中間期 37,887 △4.0 10,917 △1.3 7,861 △9.8

29年3月期中間期 39,447 0.6 11,058 △0.5 8,720 8.1

1株当たり中間純利益
円 銭

30年3月期中間期 30.20

29年3月期中間期 33.50

(2) 個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

30年3月期中間期 5,643,191 389,636 6.9

29年3月期 5,517,399 361,109 6.5

（参考）自己資本 30年3月期中間期 389,527百万円 29年3月期 360,996百万円

（注）「自己資本比率」は、（期末純資産の部合計－期末新株予約権）を期末資産の部合計で除して算出しております。

　　　なお、本「自己資本比率」は、自己資本比率告示に定める自己資本比率ではありません。

2. 平成30年 3月期の個別業績予想（平成29年 4月 1日～平成30年 3月31日）
（％表示は、対前期増減率）

経常利益 当期純利益 1株当たり当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 13,500 △29.8 10,000 △28.3 38.41

※中間決算短信は中間監査の対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当行が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実
際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

・当行は、特定事業会社（企業内容等の開示に関する内閣府令第17条の15第2項に規定する事業を行う会社）に該当するため、第２四半期会計期間につい
ては、中間連結財務諸表および中間財務諸表を作成しております。
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１．当中間決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当中間連結会計期間における我が国経済は、政府による経済政策や日本銀行による金融緩和政策の効果により、

企業収益や雇用・所得環境が改善するなど緩やかな回復基調となりました。

　滋賀県内では、製造業の生産活動は一部で在庫調整が長引き減速感がみられ、需要面では好不調のまだら模様の

状態であるものの、県内企業の業況感・雇用情勢は改善傾向が見られます。したがって、県内景気の現状は、緩や

かな拡大局面に向かうなかの踊り場にあるものと考えられます。

　このような状況のなか、当行は、平成28年４月よりスタートさせました第６次中期経営計画（名称：「チェンジ

＆チャレンジ」）において、長期的に目指すべき姿を「未来創造銀行『Ｔｈｅ・ちぎん』」とし、基本戦略に掲げ

た「３つのチェンジ」（①お客さま対応スピードのチェンジ ②組織運営スピードのチェンジ ③コスト構造のチ

ェンジ）と「５つの挑戦」（①地方創生への挑戦 ②トップライン増強への挑戦 ③生産性向上への挑戦 ④強靭

な経営基盤構築への挑戦 ⑤戦略的CSRへの挑戦）に取り組んでまいりました。

　こうした取組の結果、当中間連結会計期間の経営成績は、次のとおりとなりました。

　経常収益は、46,830百万円で前年同期比421百万円の減収となりました。これは、歴史的な低金利環境により、貸

出金利息が同382百万円減少するとともに、国債等債券売却益の減少等によるその他業務収益の減少（同1,539百万

円減少）を主因としております。

　一方、経常費用は、34,837百万円で前年同期比192百万円の減少となりました。これは、国債等債権売却損の減少

を主因とするその他業務費用の減少（同212百万円減少）ならびに貸出金償却の減少を主因とするその他経常費用の

減少（同565百万円減少）によるものであります。

　その結果、当中間連結会計期間の経常利益は前年同期比228百万円減益の11,992百万円、親会社株主に帰属する中

間純利益は同642百万円減益の8,674百万円となりました。

（２）財政状態に関する説明

　

　当中間連結会計期間末の財政状態は、次のとおりであります。

　総資産残高は、5,661,470百万円で前連結会計年度末に比べ121,909百万円の増加となりました。

　資産項目の主要な勘定残高は、有価証券が1,384,567百万円（前連結会計年度末比83,024百万円の減少）、貸出金

が3,564,466百万円（同102,560百万円の増加）であります。

　一方、負債の部の合計は、5,260,772百万円で前連結会計年度末に比べ95,457百万円の増加となりました。

　負債項目の主要な勘定残高は、預金が4,524,660百万円（前連結会計年度末比8,011百万円の増加）、譲渡性預金

が81,547百万円（同4,930百万円の減少）、コールマネーが122,434百万円（同32,157百万円の増加）、債券貸借取

引受入担保金が125,479百万円（同12,467百万円の減少）、借用金が267,218百万円（同60,387百万円の増加）、新

株予約権付社債が22,546百万円（同108百万円の増加）等であります。

　純資産の部の合計は、400,697百万円で前連結会計年度末比26,451百万円の増加となりました。これは、利益剰余

金が前連結会計年度末比7,674百万円増加するとともに、その他有価証券評価差額金が同21,889百万円増加したこと

が主因であります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　当中間連結会計期間において、貸倒引当金戻入益を計上したこと等により、平成29年５月12日公表の平成30年３

月期の通期連結業績予想対比で経常利益が約77％、親会社株主に帰属する中間純利益が約79％、通期個別業績予想

対比で経常利益が約81％、中間純利益が約79％の進捗率となっております。しかしながら、今後の経済・金融情勢

等によっては与信コストが増加する可能性等もあることから、平成29年５月12日の決算発表時に行った通期業績予

想につきましては変更しておりません。

　通期業績予想の修正については、今後の業績推移を踏まえて判断してまいります。
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２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当中間連結会計期間
(平成29年９月30日)

資産の部

現金預け金 470,106 551,576

コールローン及び買入手形 2,506 5,378

買入金銭債権 5,574 5,644

商品有価証券 316 297

金銭の信託 10,831 10,936

有価証券 1,467,592 1,384,567

貸出金 3,461,905 3,564,466

外国為替 5,254 5,475

その他資産 58,747 73,750

有形固定資産 57,924 57,511

無形固定資産 3,674 3,234

繰延税金資産 641 640

支払承諾見返 23,930 24,437

貸倒引当金 △29,445 △26,447

資産の部合計 5,539,561 5,661,470

負債の部

預金 4,516,648 4,524,660

譲渡性預金 86,478 81,547

コールマネー及び売渡手形 90,276 122,434

債券貸借取引受入担保金 137,947 125,479

借用金 206,830 267,218

外国為替 61 55

新株予約権付社債 22,438 22,546

その他負債 28,909 31,111

退職給付に係る負債 8,831 7,698

役員退職慰労引当金 12 9

睡眠預金払戻損失引当金 504 484

利息返還損失引当金 61 57

偶発損失引当金 168 184

繰延税金負債 35,007 45,716

再評価に係る繰延税金負債 7,208 7,130

支払承諾 23,930 24,437

負債の部合計 5,165,315 5,260,772
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当中間連結会計期間
(平成29年９月30日)

純資産の部

資本金 33,076 33,076

資本剰余金 24,577 24,536

利益剰余金 185,201 192,875

自己株式 △3,490 △3,468

株主資本合計 239,365 247,020

その他有価証券評価差額金 120,103 141,993

繰延ヘッジ損益 △1,206 △1,166

土地再評価差額金 11,561 11,384

退職給付に係る調整累計額 1,220 1,356

その他の包括利益累計額合計 131,679 153,568

新株予約権 113 108

非支配株主持分 3,088 -

純資産の部合計 374,246 400,697

負債及び純資産の部合計 5,539,561 5,661,470
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（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

中間連結損益計算書

(単位：百万円)
前中間連結会計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

経常収益 47,251 46,830

資金運用収益 26,059 26,072

（うち貸出金利息） 19,145 18,763

（うち有価証券利息配当金） 6,784 7,174

役務取引等収益 7,099 7,122

その他業務収益 10,764 9,224

その他経常収益 3,328 4,409

経常費用 35,029 34,837

資金調達費用 1,643 2,171

（うち預金利息） 835 752

役務取引等費用 2,291 2,424

その他業務費用 7,802 7,590

営業経費 22,152 22,076

その他経常費用 1,140 574

経常利益 12,221 11,992

特別損失 30 377

固定資産処分損 30 123

減損損失 - 253

税金等調整前中間純利益 12,191 11,615

法人税、住民税及び事業税 2,454 1,951

法人税等調整額 255 989

法人税等合計 2,710 2,940

中間純利益 9,481 8,674

非支配株主に帰属する中間純利益 163 -

親会社株主に帰属する中間純利益 9,317 8,674
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中間連結包括利益計算書

(単位：百万円)
前中間連結会計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

中間純利益 9,481 8,674

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 785 21,889

繰延ヘッジ損益 △348 39

退職給付に係る調整額 214 135

その他の包括利益合計 651 22,065

中間包括利益 10,132 30,740

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 10,017 30,740

非支配株主に係る中間包括利益 115 -
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（３）中間連結株主資本等変動計算書

前中間連結会計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 33,076 23,966 172,152 △3,490 225,705

当中間期変動額

剰余金の配当 △1,171 △1,171

親会社株主に帰属す

る中間純利益
9,317 9,317

自己株式の取得 △3 △3

自己株式の処分 △3 △0 27 22

株主資本以外の項目

の 当 中 間 期 変 動 額

（純額）

当中間期変動額合計 - △3 8,145 23 8,165

当中間期末残高 33,076 23,962 180,297 △3,466 233,870

その他の包括利益累計額

新株予約権
非支配

株主持分
純資産合計その他

有価証券

評価差額金

繰延ヘッジ

損益

土地再評価

差額金

退職給付に

係る

調整累計額

その他の

包括利益

累計額合計

当期首残高 106,243 △1,660 11,798 △820 115,560 98 5,350 346,714

当中間期変動額

剰余金の配当 △1,171

親会社株主に帰属す

る中間純利益
9,317

自己株式の取得 △3

自己株式の処分 22

株主資本以外の項目

の 当 中 間 期 変 動 額

（純額）

833 △348 - 214 700 △3 112 809

当中間期変動額合計 833 △348 - 214 700 △3 112 8,974

当中間期末残高 107,077 △2,009 11,798 △606 116,260 94 5,463 355,689
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当中間連結会計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 33,076 24,577 185,201 △3,490 239,365

当中間期変動額

剰余金の配当 △1,171 △1,171

親会社株主に帰属す

る中間純利益
8,674 8,674

自己株式の取得 △5 △5

自己株式の処分 △5 26 21

非支配株主との取引

に係る親会社の持分

変動

△41 △41

土地再評価差額金の

取崩
176 176

株主資本以外の項目

の 当 中 間 期 変 動 額

（純額）

当中間期変動額合計 - △41 7,674 21 7,654

当中間期末残高 33,076 24,536 192,875 △3,468 247,020

その他の包括利益累計額

新株予約権
非支配

株主持分
純資産合計その他

有価証券

評価差額金

繰延ヘッジ

損益

土地再評価

差額金

退職給付に

係る

調整累計額

その他の

包括利益

累計額合計

当期首残高 120,103 △1,206 11,561 1,220 131,679 113 3,088 374,246

当中間期変動額

剰余金の配当 △1,171

親会社株主に帰属す

る中間純利益
8,674

自己株式の取得 △5

自己株式の処分 21

非支配株主との取引

に係る親会社の持分

変動

△41

土地再評価差額金の

取崩
176

株主資本以外の項目

の 当 中 間 期 変 動 額

（純額）

21,889 39 △176 135 21,889 △4 △3,088 18,796

当中間期変動額合計 21,889 39 △176 135 21,889 △4 △3,088 26,451

当中間期末残高 141,993 △1,166 11,384 1,356 153,568 108 - 400,697
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（４）中間連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（重要な後発事象）

　当行は、平成29年10月１日に確定給付企業年金制度の一部について確定拠出年金制度へ移行したことにより、

「退職給付制度間の移行等に関する会計処理」（企業会計基準適用指針第１号平成28年12月16日）及び「退職給付

制度間の移行等の会計処理に関する実務上の取扱い」（実務対応報告第２号平成19年２月７日）を適用し、確定拠

出年金制度への移行部分について退職給付制度の一部終了の処理を行います。

　これにより、平成30年３月期第３四半期連結会計期間において、799百万円の特別利益が発生する見込みでありま

す。
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３．中間財務諸表

（１）中間貸借対照表

(単位：百万円)

前事業年度
(平成29年３月31日)

当中間会計期間
(平成29年９月30日)

資産の部

現金預け金 469,853 551,515

コールローン 2,506 5,378

買入金銭債権 5,574 5,644

商品有価証券 316 297

金銭の信託 10,831 10,936

有価証券 1,468,326 1,388,302

貸出金 3,472,437 3,576,853

外国為替 5,254 5,475

その他資産 24,798 38,639

その他の資産 24,798 38,639

有形固定資産 57,558 57,156

無形固定資産 3,591 3,167

支払承諾見返 23,930 24,437

貸倒引当金 △27,582 △24,614

資産の部合計 5,517,399 5,643,191

負債の部

預金 4,519,760 4,528,313

譲渡性預金 97,728 94,997

コールマネー 90,276 122,434

債券貸借取引受入担保金 137,947 125,479

借用金 196,171 255,705

外国為替 61 55

新株予約権付社債 22,438 22,546

その他負債 15,237 17,124

未払法人税等 477 1,389

その他の負債 14,759 15,735

退職給付引当金 10,466 9,529

睡眠預金払戻損失引当金 504 484

偶発損失引当金 168 184

繰延税金負債 34,391 45,132

再評価に係る繰延税金負債 7,208 7,130

支払承諾 23,930 24,437

負債の部合計 5,156,290 5,253,555
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(単位：百万円)

前事業年度
(平成29年３月31日)

当中間会計期間
(平成29年９月30日)

純資産の部

資本金 33,076 33,076

資本剰余金 23,942 23,942

資本準備金 23,942 23,942

利益剰余金 177,149 184,011

利益準備金 9,134 9,134

その他利益剰余金 168,015 174,876

固定資産圧縮積立金 400 400

別途積立金 152,293 164,593

繰越利益剰余金 15,321 9,882

自己株式 △3,490 △3,468

株主資本合計 230,679 237,562

その他有価証券評価差額金 119,961 141,747

繰延ヘッジ損益 △1,206 △1,166

土地再評価差額金 11,561 11,384

評価・換算差額等合計 130,317 151,965

新株予約権 113 108

純資産の部合計 361,109 389,636

負債及び純資産の部合計 5,517,399 5,643,191
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（２）中間損益計算書

(単位：百万円)
前中間会計期間

(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当中間会計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

経常収益 39,447 37,887

資金運用収益 26,043 26,055

（うち貸出金利息） 19,139 18,757

（うち有価証券利息配当金） 6,778 7,166

役務取引等収益 5,931 5,945

その他業務収益 4,127 1,366

その他経常収益 3,344 4,519

経常費用 28,388 26,969

資金調達費用 1,615 2,146

（うち預金利息） 836 753

役務取引等費用 2,521 2,631

その他業務費用 1,881 364

営業経費 21,234 21,266

その他経常費用 1,135 561

経常利益 11,058 10,917

特別損失 29 371

固定資産処分損 29 118

減損損失 - 253

税引前中間純利益 11,029 10,546

法人税、住民税及び事業税 2,073 1,551

法人税等調整額 235 1,132

法人税等合計 2,309 2,684

中間純利益 8,720 7,861
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（３）中間株主資本等変動計算書

前中間会計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本

準備金

その他

資本

剰余金

資本

剰余金

合計

利益

準備金

その他利益剰余金

利益

剰余金

合計

固定資産

圧縮

積立金

固定資産

圧縮

特別勘定

積立金

別途

積立金

繰越利益

剰余金

当期首残高 33,076 23,942 3 23,945 9,134 400 220 139,493 15,807 165,056

当中間期変動額

剰余金の配当 △1,171 △1,171

別途積立金の積立 12,800 △12,800 -

中間純利益 8,720 8,720

自己株式の取得

自己株式の処分 △3 △3 △0 △0

株主資本以外の項目

の 当 中 間 期 変 動 額

（純額）

当中間期変動額合計 - - △3 △3 - - - 12,800 △5,251 7,548

当中間期末残高 33,076 23,942 - 23,942 9,134 400 220 152,293 10,555 172,605

株主資本 評価・換算差額等

新株

予約権

純資産

合計自己株式
株主資本

合計

その他

有価証券

評価

差額金

繰延

ヘッジ

損益

土地

再評価

差額金

評価・

換算差額

等合計

当期首残高 △3,490 218,589 106,082 △1,660 11,798 116,219 98 334,907

当中間期変動額

剰余金の配当 △1,171 △1,171

別途積立金の積立

中間純利益 8,720 8,720

自己株式の取得 △3 △3 △3

自己株式の処分 27 22 22

株主資本以外の項目

の 当 中 間 期 変 動 額

（純額）

857 △348 - 509 △3 505

当中間期変動額合計 23 7,568 857 △348 - 509 △3 8,074

当中間期末残高 △3,466 226,158 106,940 △2,009 11,798 116,729 94 342,982
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当中間会計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本

準備金

その他

資本

剰余金

資本

剰余金

合計

利益

準備金

その他利益剰余金

利益

剰余金

合計

固定資産

圧縮

積立金

固定資産

圧縮

特別勘定

積立金

別途

積立金

繰越利益

剰余金

当期首残高 33,076 23,942 - 23,942 9,134 400 - 152,293 15,321 177,149

当中間期変動額

剰余金の配当 △1,171 △1,171

別途積立金の積立 12,300 △12,300 -

中間純利益 7,861 7,861

自己株式の取得

自己株式の処分 △5 △5

土地再評価差額金の

取崩
176 176

株主資本以外の項目

の 当 中 間 期 変 動 額

（純額）

当中間期変動額合計 - - - - - - - 12,300 △5,438 6,861

当中間期末残高 33,076 23,942 - 23,942 9,134 400 - 164,593 9,882 184,011

株主資本 評価・換算差額等

新株

予約権

純資産

合計自己株式
株主資本

合計

その他

有価証券

評価

差額金

繰延

ヘッジ

損益

土地

再評価

差額金

評価・

換算差額

等合計

当期首残高 △3,490 230,679 119,961 △1,206 11,561 130,317 113 361,109

当中間期変動額

剰余金の配当 △1,171 △1,171

別途積立金の積立

中間純利益 7,861 7,861

自己株式の取得 △5 △5 △5

自己株式の処分 26 21 21

土地再評価差額金の

取崩
176 176

株主資本以外の項目

の 当 中 間 期 変 動 額

（純額）

21,785 39 △176 21,648 △4 21,644

当中間期変動額合計 21 6,882 21,785 39 △176 21,648 △4 28,527

当中間期末残高 △3,468 237,562 141,747 △1,166 11,384 151,965 108 389,636
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 平 成 29 年 度 中 間 決 算 の 特 徴 （単体） 

 

◆資金利益、その他業務利益の減少を主因として中間純利益は減益 

（詳細は、4～5頁をご覧ください。） 
 

◇ 貸出金利息の減少等により資金利益が前年同期比519百万円減少、債券関係損益と金融派生商品損益が合計で同

1,309百万円減少したことなどから、業務粗利益は同1,858百万円の減益となりました。 

◇ 経費は前年同期比145百万円増加しました。一方、株式等関係損益は前年同期比527百万円増加し、与信コストは

1,474百万円の戻入で同813百万円減少したことなどから、経常利益は微減（前年同期比141百万円の減益）となり

ました。また、特別損益は前年同期比342百万円の悪化、法人税等合計は同374百万円増加しました。 

◇ これらの結果、中間純利益は7,861百万円となり前年同期比858百万円の減益となりました。 
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Ⅰ 平成29年度中間決算の概要  

 

１．預金、貸出金の残高【 単 体 】 
 
 当中間期の預金等（譲渡性預金を含む）の期中平均残高は、前年同期比1,749億円増加（増加率3.94％）し4兆6,118

億円となりました。コアとなる個人預金の期中平均残高は3兆3,828億円で同943億円の増加となりました。 

 一方、貸出金については、事業性貸出・消費者向け貸出・地公体向け貸出ともに増加し、期中平均残高は3兆4,964

億円となり、前年同期比2,163億円の増加（増加率6.59％）となりました。 

 この結果、預貸率は75.81％となり、前年同期比1.89％上昇いたしました。 

 今後も引き続き、運用力の一層の強化に努め、良質な貸出金の増強に努力してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(注) 1．金額は百万円未満を、比率は小数点第3位以下を切り捨てて表示しております。 

2．消費者向け貸出のうち、消費者ローンとは、借入の利便性向上のため予め貸出条件等を定めてパッケージ化した

商品であり、その他の消費者向け貸出とは、消費者ローン以外の個人向け一般融資（事業性の貸出を除く）であり

ます。 
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２．利鞘【 単 体 】 

 
 当中間期の資金運用利回りは前年同期比0.02％低下して1.06％となりました。これは、低金利の長期化による貸出

金利回りの低下（前年同期比0.09％低下）が主因であります。 
 一方、資金調達原価は、経費率の低下（前年同期比0.03％低下）により0.91％（同0.06％低下）となり、その結果、

総資金利鞘は同0.04％上昇して0.15%となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

(注) 小数点第3位以下を切り捨てて表示しております。 

 

３．預り資産残高・期中販売額【 単 体 】 
                                                                                                                                                                                             
 

(注) 1．金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。 

2．保険の取扱開始以降の取扱保険料累計額は477,171百万円であります。 
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４．損益状況【単体】 
 
 
 当行単体の当中間期の損益状況は次のとおりであります。 
 
 

■資金利益は減少 

 貸出金残高は順調に増加したものの、金融緩和による超低金利が続いており、貸出金利息は前年同期比382百万

円減少して18,757百万円となりました。また、有価証券利息配当金は同388百万円増加し、7,166百万円となりまし

た。 

一方、コールマネー利息や債券貸借取引支払利息の増加等により、資金調達費用は前年同期比530百万円増加の

2,146百万円となり、資金利益全体では同519百万円減少の23,910百万円となりました。 
 
 

■役務取引等利益は微減 

 役務取引等利益は、預り資産関係の手数料等が減少する一方で、事業性関係の手数料等が増加し、全体では前年

同期比95百万円減少の3,314百万円となりました。 
 
 

■債券等関係損益の減少を主因としてその他業務利益は減少 

 債券等関係損益（債券関係損益＋金融派生商品損益）が前年同期比1,309百万円減少したことを主因として、その

他業務利益は同1,243百万円減少の1,002百万円となりました。 

以上の結果、業務粗利益は28,227百万円で前年同期比1,858百万円の減益となりました。 
 
 

■経費は人件費が減少するも物件費・税金が増加 

 一方、経費は人件費が前年同期比164百万円減少したものの、物件費が同174百万円増加、税金が同135百万円増

加したため、経費全体では前年同期比145百万円増加して21,071百万円となりました。 

 この結果、一般貸倒引当金繰入前の実質業務純益は、前年同期比2,004百万円減益の7,156百万円となりました。 
 
 

■株式等関係損益、与信コストは改善するも、経常利益・中間純利益は減益 

 株式等関係損益は1,532百万円で、前年同期比527百万円増加しました。一方、与信コストは1,474百万円の戻入

となり、前年同期比813百万円の減少となりましたが、経常利益は10,917百万円と前年同期比141百万円の減益とな

りました。 

また、特別損益は前年同期比342百万円悪化し、法人税等合計は同374百万円増加しました。これらの結果、中間

純利益は7,861百万円と前年同期比858百万円の減益となりました。 
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【 単 体 】                                                                    （単位：百万円） 
                                                                                                                                                                                                          
  

(注) 1．金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。 

2. 債券等関係損益＝ 

   国債等債券売却益－同売却損＋同償還益－同償還損－同償却＋金融派生商品収益－金融派生商品費用 

 

 

 



 
 
 

株式会社  滋 賀 銀 行 

 - 6 -

５．損益状況【連結】 

 当行は連結子会社が９社あり、連結決算を実施しております。 

 当中間期の連結経常利益は単体比1,075百万円増の11,992百万円（前年同期比228百万円減益）、親会社株主に帰属

する中間純利益は単体比812百万円増の8,674百万円（前年同期比642百万円減益）となりました。 
 

【 連 結 】                                                                   （単位：百万円） 
                                                                                                                                             
 

 

 
 
(注) 1．金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。 

2．連 結 粗 利 益＝資金利益(資金運用収益－(資金調達費用－金銭の信託運用見合費用))＋役務取引等利益(役務取

引等収益－役務取引等費用)＋その他業務利益(その他業務収益－その他業務費用) 

3．連結業務純益＝連結粗利益－営業経費(臨時費用処理分を除く)－貸倒引当金繰入額(その他経常費用)中の一般貸

倒引当金繰入額 
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６．業務純益【 単 体 】 
 

 

 
(注) 1．金額は、単位未満を切り捨てて表示しております。 

2．職員数は、期中平均人員を使用しております。 

 

 

７．債券等関係損益【 単 体 】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(注) 金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。 

 

 

８．株式等関係損益【 単 体 】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

(注) 金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。 
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９．有価証券の評価損益 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(注) 1．金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。 

2．「その他有価証券」については第2四半期末日(期末日)の時価に基づいて評価しておりますので、上記の表は中

間貸借対照表(貸借対照表)又は中間連結貸借対照表(連結貸借対照表)計上額と取得価額との差額を記載しており

ます。 

3．「その他有価証券」には、「買入金銭債権」中の信託受益権を含めて記載しております。 

 

 

10．ＲＯＥ【 単 体 】 

（単位：％） 

  
 29年度中間期 29年3月期 

比   較 
28年度中間期 
比   較 

29年3月期 28年度中間期

 業 務 純 益 ベ ー ス 3.80 △0.74 △1.59 4.54 5.39 

 
中 間 ( 当 期 ) 

純 利 益 ベ ー ス 
4.17 0.17 △0.96 4.00 5.13 

(注)  小数点第３位以下を切り捨てて表示しております。 
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11．自己資本比率（国際統一基準）  
 
 当行は信用リスクの計測手法として『FIRB（基礎的内部格付手法）』を、オペレーショナルリスクの計測手法とし

て『粗利益配分手法』を採用しております。 

なお、当行単体の当中間期末の総自己資本比率は16.62％で前期末（平成29年3月末）比0.27％上昇、連結ベースの

当中間期末の総自己資本比率は16.90％で前期末比0.23％上昇となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(注) 金額は億円未満を、比率は小数点第3位以下を切り捨てて表示しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(注) 金額は億円未満を、比率は小数点第3位以下を切り捨てて表示しております。 
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Ⅱ  貸出金等の状況 

 

１．貸倒引当金とリスク管理債権の状況 
 

当行単体のリスク管理債権の合計は538億円となり、前期末（29年3月末）比37億円の減少、総貸出金残高に占め

る比率は1.50％と同0.16％の低下となりました。 

 なお、当行の子会社では一般事業貸出を行っていないことから、連結ベースでのリスク管理債権残高は単体比44

百万円の増加にとどまっております。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (注) 金額は百万円未満を、比率は小数点第3位以下を切り捨てて表示しております。 
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(注) 金額は百万円未満を、比率は小数点第3位以下を切り捨てて表示しております。 

 

 

２．金融再生法開示債権の状況【 単 体 】 
 
 当行単体の金融再生法に基づく開示債権の合計は539億円で前期末（29年3月末）比38億円の減少、総与信に占める

比率は1.48％で同0.16％の低下、貸倒引当金や担保等による保全率は77.71％で同2.65％の上昇となりました。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(注) 金額は百万円未満を、比率は小数点第3位以下を切り捨てて表示しております。 
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３．業種別貸出状況等 

 
(1) 消費者ローン残高【 単 体 】                                                  （単位：百万円） 

 

 

 

 

 
 
(注) 1．百万円未満を切り捨てて表示しております。 

2．住宅ローンには、地方公共団体制度融資(住宅資金)・協定住宅融資等の住宅関連融資を含めて記載しております。 

 

(2) 中小企業等貸出金残高・比率【 単 体 】                  （金額単位：百万円） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）中小企業向け残高は、中小企業等貸出金残高（Ａ）より、上記（１）の消費者ローン残高を控除して算出しており

ます。比率は小数点第3位以下を切り捨てて表示しております。 

 

(3) 業種別貸出金残高【 単 体 】                                    （単位：百万円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(注)  百万円未満を切り捨てて表示しております。 
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(4) 業種別リスク管理債権残高【 単 体 】                            （単位：百万円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
(注) 百万円未満を切り捨てて表示しております。 

 

 

４．国別貸出状況等 
 
(1) 特定海外債権残高【 単 体 】                                                

該当事項はありません。 

 
(2) アジア向け貸出金【 単 体 】                                                  （単位：百万円） 

  
 29年9月末 

29年3月末比較 28年9月末比較
29年3月末 28年9月末 

イ ン ド ネ シ ア 1,550 129 1,265 1,421 284
（うちリスク管理債権） ― ― ― ― ―

中 国 1,591 △255 △112 1,847 1,704
（うちリスク管理債権） ― ― ― ― ―

香 港 2,723 △78 102 2,802 2,621
（うちリスク管理債権） ― ― ― ― ―

台 湾 550 ― ― 550 550
（うちリスク管理債権） ― ― ― ― ―

タ イ 704 1 △84 702 788
（うちリスク管理債権） ― ― ― ― ―

ベ ト ナ ム 1,064 △57 1,064 1,121 ―

（うちリスク管理債権） ― ― ― ― ―

合 計 8,184 △260 2,235 8,445 5,949
（うちリスク管理債権） ― ― ― ― ―

 

(3) 中南米主要諸国向け貸出金【 単 体 】 

該当事項はありません。 

 
(4) ロシア向け貸出金【 単 体 】 

該当事項はありません。 

 



 
 
 

株式会社  滋 賀 銀 行 

 - 14 -

Ⅲ  自己査定結果と開示基準別の分類・保全状況【 単 体 】 

 

〔平成29年9月末現在〕                                                              （金額単位：億円） 

自己査定結果（債務者区分別） 金融再生法の開示基準  リスク管理債権 

対象：貸出金等与信関連債権 
対象：要管理債権は貸出金のみ 

       その他は貸出金等与信関連債権 
対象：貸出金 

分          類 

区    分 

与信残高 
非 

分類 

Ⅱ 

分類 

Ⅲ 

分類 

Ⅳ 

分類

区    分 

与信残高 

担  保

保  証

による

保全額

引 

当 

額 

保全率 区    分 
貸出金

残  高

破綻先債権 6
破  綻  先 

 

6 
1 4 

 

― 

(0) 

―

実質破綻先 
 

25 
7 17 

 

― 

(1) 

―

破産更生債権

及びこれらに

準ずる債権

 

 

31 

28 2 100.00%

延 滞 債 権 401

破綻懸念先 
 

376 
252 59 

 

64 

(126)

 

危険債権 
 

376 
185 126 82.91%

3カ月以上

延 滞 債 権
3

  

 
要管理債権

(貸出金のみ)

 

131 

 

28 46 57.48%
貸 出 条 件

緩 和 債 権
127

合      計 538

 
要管理先 

 

230 

 

27 203 

 
小計 

539 

 

242 176 77.71%

要 
 
 
注 
 
 
意 
 
 
先 

その他の 
要注意先 

 

2,248 

441 1,806   

 

正  常  先 
 

33,396 
33,396    

正常債権 
 

35,744 

 

総与信に占める 

金融再生法開示基準 

による不良債権(小計) 

の割合         1.48% 
 

 

  

総貸出金に占める 

 リスク管理債権の 

 割合       1.50% 

合      計 
 

36,283 
34,127 2,091 

 

64 

(129) 

―

合    計 
 

36,283 
    

 
（注）1．金額は単位未満を、比率は小数点第3位以下を切り捨てて表示しております。 

2．貸出金等与信関連債権：貸出金・支払承諾(銀行保証付私募債に係る支払承諾を除く)・外国為替・貸付有価証

券・貸出金に準ずる仮払金・未収利息等 

3．自己査定結果におけるⅢ分類の(  )内は分類額に対する引当額であります。 
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Ⅳ  平成30年3月期(通期)の業績予想 

〔 主要勘定 〕 

                                               （単位：億円、％） 

 【 単 体 】  

 予想平均残高 前期比較   

預金等(譲渡性預金含む) 46,278 
(3.5) 

1,607 
  

貸 出 金 35,370 
(6.1) 

2,054 
  

有 価 証 券 12,503 
(△7.5) 

△1,016 
  

(注) 前期比較欄の上段の(  )内は、前期比増減率(単位：％)であります。 

 

 

〔 利回り 〕 

（単位：％） 

 【 単 体 】 

 30年3月期予想 29年3月期比較 

預金等(譲渡性預金含む)        0.03 ― 

貸 出 金 1.06 △0.08 

有 価 証 券 1.12 0.12 

 

 

〔 損 益 〕 

                                                                                 （単位：百万円） 

 【 単 体 】 【 連 結 】 

 30年3月期予想 29年3月期比較 30年3月期予想 29年3月期比較 

経 常 利 益 13,500 △5,730 15,500 △5,731 

当 期 純 利 益 （ 注 ） 10,000 △3,939 11,000 △3,895 

業 務 純 益 13,500 △2,302   

(注) 連結分については「親会社株主に帰属する当期純利益」を表示しております。 

   平成30年3月期予想については、単体・連結とも平成29年5月12日の公表値より変更しておりません。 
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